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近年，フェルダジルラジカルを用いた強磁性鎖ベースの梯子鎖が複数合成されて

おり，様々な特異な相図が得られている  [1]．この内，3-I-V と呼ばれる物質は，足

方向の強磁性的相互作用が強く，また，フラストレーションをもたらす複数の梯子

鎖間相互作用が分子軌道計算から予想されている  [2]． 

我々は以前の学会で，3-I-V の三次元秩序相境界が飽和磁場 Hc 付近で 3D BEC と

は異なる，線形な振る舞い(T ~ Hc –Hをしていることを報告したが，この時，磁化，

比熱の温度依存性のピークより決定した相境界にはズレがあった  [3]．その為，今

回は，相境界の決定に関して強力な手法である磁気熱量効果  (MCE) 測定を用いて，

相境界の妥当性を検証した．  

図に今回の MCE 測定から得られた相境界と MCE 測定の例を示す．ここで決定し

た相境界は磁化の温度依存性のピークとよく一致した．この結果から，比熱の温度

依存性を再検証すると，ピー

クより高温側の変曲点が，転

移温度としてより妥当であ

ることが分かった．  

図で示したように MCE か

ら得られた相境界も 1 K 以

下でよい線形性を示してお

り，３つの手法で同じ結果が

得られたことから，この振る

舞いは本質的なものである

と結論付けられる．この線形

性は理論  [4] との比較から，

3-I-V の強磁性的相互作用と

擬一次元性に由来している

と考えられる．   
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図：MCE より得られた 3-I-V の飽和磁場付近の三次元

秩序相境界．曲線は 601 mK での MCE 測定の結果．

温度変化が小さいため拡大している．相境界は dT/dH

の peak あるいは dip から決定した．  


